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東京圏において最も長期かつ大規模な
都市鉄道整備プロジェクトであった小田急小田原線の複々線化事業は、
事業区間10. ４㎞のうち狛江地区・世田谷地区・下北沢地区の順に着工・完成し、
2018年３月に全区間の供用を開始、2019年３月に事業完了を迎えた。
全区間の供用開始と同時に実施したダイヤ改正では、
複々線の効果が最大限に発揮され、
混雑率の緩和や所要時間の短縮など、輸送環境が大きく改善されている。
都市計画決定から50年、工事着工から約30年間の一大事業が、
何をもたらし、何を変えたのか。
供用開始から1年を経て顕著になってきた複々線効果を検証する。

複々線化完成と
輸送環境の改善

REPORT. I
特集：複々線化事業と“選ばれるまち”づくり
［沿線エリアの価値創造 小田急電鉄の取り組み］



輸
送
力
増
強
を
目
的
に
50
年
前
に
構
想

小
田
急
電
鉄
は
１
９
２
７
年
に
新
宿

－

小

田
原
間
で
小
田
原
線
を
開
業
し
、
２
年
後
に

江
ノ
島
線
（
相
模
大
野

－

片
瀬
江
ノ
島
間
）

を
開
業
。
戦
時
中
は
東
京
急
行
電
鉄
に
合

併
・
改
称
さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
４
８
年
に

新
生
・
小
田
急
電
鉄
が
設
立
さ
れ
た
。
１
９ 

５
０
年
時
点
で
の
輸
送
人
員
は
１
日
平
均
で

約
22
万
人
。
世
田
谷
地
区
な
ど
近
郊
区
間
か

ら
都
心
部
へ
の
通
勤
輸
送
と
、
箱
根
や
江
の

島
へ
の
観
光
輸
送
が
主
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
沿
線
で
は
町
田
や
相
模
原
な
ど

が
住
宅
都
市
と
し
て
開
発
さ
れ
、
沿
線
人
口

の
増
加
と
と
も
に
、
通
勤
の
長
距
離
化
が
急

速
に
進
ん
だ
。
輸
送
人
員
も
飛
躍
的
に
増
加

し
、
１
９
６
０
年
ま
で
の
10
年
間
で
輸
送
人

員
は
２
・
２
倍
、
１
９
７
０
年
に
は
さ
ら
に

そ
の
２
・
３
倍
に
増
え
て
い
っ
た
。

増
え
続
け
る
輸
送
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
小
田
急
電
鉄
は
列
車
の
運
行
本
数
の
増

加
、
大
型
車
両
の
導
入
や
長
編
成
化
な
ど
の

施
策
を
実
施
し
た
。
長
編
成
化
に
際
し
て

は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
新
宿
駅
を
地
上
・
地
下

の
２
層
ホ
ー
ム
と
す
る
改
良
工
事
を
１
９
６ 

４
年
に
、
10
両
化
に
対
応
す
る
新
宿
駅
第
２

次
改
良
工
事
を
１
９
８
２
年
に
完
了
さ
せ
る

な
ど
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
大
規
模
改
良
に
取
り

組
み
、
逼
迫
す
る
需
要
に
対
応
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
１
９
６
４
年
、
綾
瀬

－

代
々
木
上
原
間
を
結
ぶ
都
市
高
速
鉄
道
第
９

号
線
（
現
・
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
）
の
新

設
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
第
９
号
線
と
相

互
直
通
を
行
う
小
田
急
小
田
原
線
で
は
、

代
々
木
上
原

－

喜
多
見
間
に
新
た
に
２
線
を

増
設
す
る
複
々
線
化
が
決
定
さ
れ
る
。

１
９
７
８
年
３
月
の
千
代
田
線
全
通
に
伴

い
、
２
面
４
線
の
高
架
駅
と
な
っ
た
代
々
木

上
原
駅
か
ら
東
北
沢
駅
ま
で
の
０
・
７
㎞
が

複
々
線
化
さ
れ
た
。

「
そ
の
後
、
複
々
線
化
事
業
が
停
滞
し
た

の
は
、
車
両
の
増
備
や
駅
改
良
な
ど
輸
送
力

増
強
に
向
け
た
多
額
の
投
資
が
続
い
て
お

り
、
複
々
線
化
事
業
は
そ
れ
ら
の
投
資
に
加

え
て
の
大
投
資
に
な
る
。
資
金
調
達
面
も
含

め
、
社
内
で
は
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
、
着
工

ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
」
と
、
交
通
サ
ー

ビ
ス
事
業
本
部
交
通
企
画
部
の
高
橋
洋
一
課

長
は
語
る
。

し
か
し
、
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
二

つ
の
助
成
制
度
が
後
押
し
を
し
た
。
う
ち

「
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
民

鉄
線
制
度
」
は
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
が

資
金
調
達
し
て
工
事
を
行
い
、
完
成
後

に
鉄
道
事
業
者
が
鉄
道
施
設
を
譲
り
受

け
る
も
の
で
、
譲
渡
後
、
鉄
道
事
業
者

は
25
年
間
元
利
均
等
で
資
金
を
返
却
す

る
。
も
う
一
つ
は
１
９
８
６
年
に
創
設

さ
れ
た
「
特
定
都
市
鉄
道
整
備
積
立
金

制
度
」
で
、
工
事
に
要
す
る
費
用
を
運

賃
に
上
乗
せ
し
、
増
収
分
を
非
課
税
で
積
み

立
て
て
工
事
費
に
充
当
。
工
事
完
成
後
に
運

賃
を
通
じ
て
利
用
客
に
還
元
す
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
事
業
は
実
現
に
向
け
て
大
き
く

動
き
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
複
々
線
化
事
業
の
大
き
な
特

徴
は
東
京
都
の
連
続
立
体
交
差
事
業
と
一
体

的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
踏
切
を
廃
止

し
、
高
架
化
や
地
下
化
で
生
み
出
さ
れ
た
用

地
を
活
用
し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
喜
多
見
以
西
の
狛
江

市
で
も
、
中
心
市
街
地
の
整
備
を
視
野
に
立

体
化
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、
１
９
８
５
年
、

喜
多
見

－

和
泉
多
摩
川
間
の
連
続
立
体
交
差

事
業
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

　
　

狛
江
地
区
・
世
田
谷
地
区
の
着
工
へ

東
京
都
の
連
続
立
体
交
差
事
業
と
一
体
的

に
進
め
ら
れ
た
小
田
急
小
田
原
線
の
複
々
線

化
事
業
は
、
東
北
沢

－

和
泉
多
摩
川
間
の

10
・
４
㎞
。
こ
の
事
業
と
は
別
に
複
々
線
化

を
実
施
し
た
代
々
木
上
原

－

東
北
沢
間
、
和

泉
多
摩
川

－

登
戸
間
を
合
わ
せ
、
小
田
急
小

田
原
線
の
複
々
線
化
区
間
は
代
々
木
上
原

－

登
戸
間
の
11
・
７
㎞
と
な
っ
た
。

事
業
は
１
９
８
９
年
に
、
最
初
に
地
元
協

議
が
整
っ
た
狛
江
地
区
（
喜
多
見

－

和
泉
多

摩
川
間
２
・
４
㎞
）
か
ら
着
工
さ
れ
た
。
従

前
は
、
世
田
谷
通
り
が
小
田
急
小
田
原
線
の

上
を
跨
ぐ
よ
う
に
交
差
し
て
い
た
が
、
１
９ 

９
５
年
の
高
架
橋
完
成
と
同
時
に
世
田
谷
通

り
を
地
表
部
に
移
設
。
区
間
内
13
カ
所
の
踏

切
が
廃
止
さ
れ
た
。
１
９
９
７
年
に
は
複
々

線
が
完
成
し
、
供
用
を
開
始
し
て
い
る
。

次
い
で
、
事
業
に
着
手
し
た
世
田
谷
地
区

（
世
田
谷
代
田

－

喜
多
見
間
６
・
４
㎞
）
は
、

成
城
学
園
前
付
近
を
地
上
線
か
ら
地
下
線
と

す
る
都
市
計
画
の
変
更
を
経
て
、
１
９
９
４

年
に
着
工
。
成
城
学
園
前
付
近
以
外
は
ほ
ぼ

高
架
式
で
の
４
線
並
列
の
複
々
線
化
が
計
画

さ
れ
、
17
カ
所
の
踏
切
が
廃
止
さ
れ
た
。
ま

た
、
経
堂
駅
は
８
両
編
成
対
応
か
ら
10
両
編

成
対
応
に
加
え
、
さ
ら
な
る
輸
送
需
要
の
増

加
に
備
え
て
、
上
り
用
通
過
線
を
新
設
し
て

２
面
５
線
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
区
間
は
既
成
街
区
で
住
宅

が
密
集
し
て
お
り
、
用
地
買
収
の
段
階
か
ら

難
航
が
続
い
た
。
地
権
者
や
住
民
の
反
対
は

大
き
く
、
地
元
説
明
会
で
も
紛
糾
す
る
場
面

が
頻
繁
に
あ
っ
た
と
い
う
。

「
当
時
、
広
報
を
担
当
し
て
い
て
、
ま
ち

や
鉄
道
の
将
来
的
な
姿
を
説
明
し
た
が
、
数

十
年
先
の
こ
と
は
想
像
が
つ
き
に
く
く
、
住

民
の
皆
さ
ま
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
ハ
ー
ド

ル
は
高
か
っ
た
。
長
期
に
わ
た
る
ビ
ッ
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
」
と
高

橋
課
長
は
振
り
返
る
。

多
く
の
住
民
が
抱
い
た
、
高
架
橋
は
音
が

拡
散
す
る
の
で
は
と
い
う
不
安
に
対
し
て

は
、
当
時
と
し
て
は
新
幹
線
と
同
レ
ベ
ル
に

近
い
騒
音
対
策
を
実
施
し
た
。

「
軌
道
は
防
音
・
防
振
効
果
が
高
い
も
の

を
採
用
し
、
高
架
橋
の
防
音
壁
に
は
吸
音
パ

ネ
ル
や
干
渉
型
防
音
装
置
を
設
置
す
る
な

ど
、
現
在
で
も
十
分
に
通
用
す
る
最
高
ス

ペ
ッ
ク
の
環
境
対
策
を
し
て
工
事
に
臨
ん

だ
」
と
交
通
サ
ー
ビ
ス
事
業
本
部
工
務
部
の
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交通サービス事業本部
交通企画部 課長

高橋洋一
Youichi TAKAHASHI



宮
原
賢
一
課
長
は
語
る
。
住
民
と
の
対

話
に
苦
労
し
、
訴
訟
に
発
展
す
る
な

ど
、
工
事
が
中
断
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
最
善
の
努
力
と
工
夫
で
取
り
組
む

と
同
時
に
「
社
会
に
有
用
な
施
設
を
整

備
し
て
い
る
こ
と
を
粘
り
強
く
訴
え
続

け
た
」（
宮
原
課
長
）
と
い
う
。

地
下
式
構
造
で
難
工
事
の
下
北
沢
地
区

最
後
に
残
っ
た
下
北
沢
地
区
（
東
北
沢

－

世
田
谷
代
田
間
１
・
６
㎞
）
は
、
下
北
沢
駅

部
で
京
王
井
の
頭
線
と
交
差
し
、
終
点
側
の

世
田
谷
代
田

－

梅
ヶ
丘
間
で
は
環
状
７
号
線

が
線
路
の
下
を
通
る
難
工
事
区
間
だ
。
し
か

も
下
北
沢
駅
周
辺
は
密
集
し
た
商
業
地
域

で
、
用
地
買
収
は
難
航
し
て
い
た
。
２
０
０ 

３
年
、
都
市
計
画
決
定
か
ら
39
年
を
経
て
、

２
線
２
層
の
地
下
式
構
造
の
採
用
が
決
ま
っ

た
。「

急
行
線
と
緩
行
線
の
２
階
建
て
の
ト
ン

ネ
ル
を
掘
る
と
い
う
、
例
を
見
な
い
複
々
線

方
式
」
と
宮
原
課
長
は
解
説
す
る
。

２
０
０
４
年
９
月
に
工
事
着
手
。
下
北
沢

駅
部
で
は
、
小
田
急
小
田
原
線
と
京
王
井
の

頭
線
が
営
業
す
る
中
、
ま
ず
深
い
方
の
急
行

線
ト
ン
ネ
ル
（
ホ
ー
ム
は
地
下
22
ｍ
）
の
掘

削
を
先
行
し
た
。
下
北
沢
駅
前
後
の
６
４
５

ｍ
区
間
は
営
業
線
直
下
で
直
径
約
８
ｍ
の
円

形
ト
ン
ネ
ル
を
シ
ー
ル
ド
工
法
で
掘
削
。
約

９
年
に
わ
た
る
工
事
を
経
て
急
行
線
ト
ン
ネ

ル
を
完
成
さ
せ
、
在
来
線
（
複
線
）
を
移
設

し
て
立
体
化
を
果
た
し
た
。

続
い
て
、
地
下
化
し
た
営
業
線
直
上
で
開

削
工
法
に
よ
り
緩
行
線
（
ホ
ー
ム
は
地
下
11

ｍ
）
用
の
箱
型
ト
ン
ネ
ル
を
構
築
し
た
。
営

業
線
ト
ン
ネ
ル
と
の
離
隔
は
最
も
近
い
部
分

で
わ
ず
か
60
㎝
。
下
北
沢
駅
の
両
側
は
谷
で

地
下
水
脈
が
流
れ
る
場
所
で
も
あ
り
、「
営

業
線
の
ト
ン
ネ
ル
に
水
圧
が
か
か
り
、
浮
き

上
が
ろ
う
と
し
て
変
形
す
る
。
綿
密
な
計
測

が
必
要
に
な
り
、
ミ
リ
単
位
の
管
理
を
し
な

が
ら
の
工
事
」（
宮
原
課
長
）
で
、
日
本
初

と
な
る
難
易
度
の
高
い
工
事
を
完
成
さ
せ

た
。さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
最
先
端
の
技
術
が
駆

使
さ
れ
た
下
北
沢
地
区
だ
が
、「
着
工
が
遅

か
っ
た
か
ら
こ
そ
新
し
い
技
術
で
の
対
応
が

で
き
、
完
成
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き

た
」
と
宮
原
課
長
は
語
る
。

狭
隘
な
地
区
で
の
長
期
間
に
わ
た
る
工
事

に
対
し
、
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は
、

情
報
誌
「
シ
モ
チ
カ
ナ
ビ
」
の
発
行
や
情
報

ル
ー
ム
の
設
置
、
地
元
関
係
者
の
現
場
見
学

や
一
般
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、
徹
底
し
た

情
報
開
示
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。

営
業
線
を
地
下
に
切
り
替
え
た
こ
と
で
下

北
沢
地
区
で
は
９
カ
所
の
踏
切
が
廃
止
と
な

り
、
こ
れ
で
事
業
区
間
内
39
カ
所
の
踏
切
が

全
て
廃
止
と
な
っ
た
。
ま
た
同
事
業
は
、
土
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世田谷代田駅には小田急電鉄の環境負荷軽減
と自然共生の取り組みを紹介する「小田急環
境ルーム」が開設されている東北沢駅では緩行線の外側に急行線が並列する 世田谷代田駅は地下１階の緩行線ホームのみ使用する

交通サービス事業本部
工務部 課長

宮原賢一
Kenichi MIYAHARA

工法 開削工法 上部：緩行線　開削工法
下部：急行線　シールド工法 開削工法

事業区間　約2.2㎞（うち複々線化約1.6㎞）

梅
ヶ
丘
駅

世
田
谷
代
田
駅

下
北
沢
駅

東
北
沢
駅

代
々
木
上
原
駅

急行線トンネル急行線トンネル

緩行線トンネル緩行線トンネル
地下2階地下2階 地下2階地下2階

地下1階地下1階

地下3階地下3階

小田原方
環
状
７
号
線

地上線時代の踏切
京
王
電
鉄
井
の
頭
線 新宿方

1期工事
2期工事

構造 擁壁 掘割 箱型トンネル 上部：緩行線　箱型トンネル
下部：急行線　円形トンネル 箱型トンネル 掘割 高架橋

擁　壁

■下北沢地区（２線２層地下式構造）縦断面図



木
技
術
の
発
展
に
顕
著
な
貢
献
を
な
し
、
社

会
の
発
展
に
寄
与
し
た
と
認
め
ら
れ
る
画
期

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
土
木
学
会
賞
技

術
賞
（
２
０
１
７
年
度
）
を
受
賞
、
さ
ら
に

行
政
や
住
民
と
の
協
力
や
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
日
本
鉄
道
賞
特
別
賞

（
２
０
１
８
年
度
）
を
受
賞
し
て
い
る
。

「
完
成
し
た
喜
び
も
大
き
い
が
、
お
客
さ

ま
に
喜
ん
で
乗
っ
て
い
た
だ
け
る
か
、
次
に

小
田
急
と
し
て
何
を
や
る
べ
き
な
の
か
を
考

え
て
い
る
」
と
高
橋
課
長
は
意
欲
を
語
る
。

宮
原
課
長
も
「
大
き
な
土
木
施
設
を
い
い
状

態
で
長
く
使
っ
て
い
く
た
め
に
、
常
に
現
状

を
把
握
し
、
適
切
な
維
持
管
理
を
し
て
い
き

た
い
」
と
、
既
に
そ
の
先
を
見
据
え
て
い
る
。

全
く
新
し
い
ダ
イ
ヤ
を
作
成

　
２
０
１
８
年
３
月
、
複
々
線
が
完
成
し
、

そ
の
効
果
を
最
大
限
に
活
か
す
ダ
イ
ヤ
改
正

が
実
施
さ
れ
た
。　

こ
の
ダ
イ
ヤ
は
、
２
０
１
１
年
に
社
内
に

専
門
の
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
検
討
を
進
め
て

き
た
も
の
だ
。
ダ
イ
ヤ
を
一
か
ら
作
り
直
し
、

「
混
雑
の
緩
和
」「
速
達
性
の
向
上
」「
都
心
方

面
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
ク
セ
ス
強
化
」「
着

席
性
の
向
上
」
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

満
た
す
全
く
新
し
い
ダ
イ
ヤ
を
誕
生
さ

せ
た
。

「
複
々
線
の
完
成
で
、
上
り
下
り
と

も
に
急
行
線
と
緩
行
線
が
で
き
、
電
車

が
詰
ま
り
が
ち
だ
っ
た
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

が
解
消
さ
れ
た
。
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ー
ク
時

に
も
列
車
を
増
発
し
て
、
快
適
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
輸
送
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
交
通
サ
ー
ビ
ス
事
業
本
部
運
転

車
両
部
の
山
﨑
直
課
長
は
語
っ
て
い
る
。

混
雑
緩
和
と
所
要
時
間
の
短
縮

　
平
日
朝
の
通
勤
時
間
帯
の
ダ
イ
ヤ
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
を
見
て
み
よ
う
。

朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ー
ク
時
（
下
北
沢
着
８

時
前
後
の
１
時
間
）
の
運
行
本
数
は
、
27
本

か
ら
36
本
に
増
発
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
９
２ 

％
だ
っ
た
最
混
雑
区
間
の
平
均
混
雑
率
が

１
５
１
％
ま
で
緩
和
さ
れ
た
。
ま
た
、
改
正

前
の
通
勤
時
間
帯
は
、
主
に
急
行
・
準
急
・

各
駅
停
車
の
三
つ
だ
っ
た
列
車
種
別
を
、
改

正
後
は
速
達
性
の
高
い
快
速
急
行
を
増
や

し
、
多
摩
線
か
ら
直
通
の
「
通
勤
急
行
」
を

新
設
。
こ
の
ほ
か
経
堂
に
停
車
し
、
東
京
メ

ト
ロ
千
代
田
線
に
直
通
す
る
「
通
勤
準
急
」

を
新
設
し
、
各
駅
か
ら
新
宿
、
千
代
田
線
各

駅
へ
の
所
要
時
間
を
短
縮
、
ス
ム
ー
ズ
な
通

勤
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ー
ク
時
の
所
要
時
間
は
小
田
急

多
摩
セ
ン
タ
ー

－

新
宿
間
で
最
大
14
分
、
町

田

－

新
宿
間
で
最
大
12
分
短
縮
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
快
速
急
行
と
通
勤
急
行
の
停
車
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特集：複々線化事業と“選ばれるまち”づくり
［沿線エリアの価値創造 小田急電鉄の取り組み］

世田谷代田駅付近の坑口。ここから２線２層の地下式構造となる

交通サービス事業本部
運転車両部 課長

山﨑 直
Sunao YAMAZAKI



駅
を
ず
ら
し
、
混
雑
の
分
散
化
と
停
車

時
分
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仮
に

遅
延
が
生
じ
た
場
合
で
も
後
続
列
車
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
留
め
、
遅
れ
を
吸

収
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
通
勤
時
間
帯
は
ど
う
し
て
も
速
達

性
の
あ
る
快
速
急
行
に
お
客
さ
ま
が
集

中
す
る
。
混
雑
の
さ
ら
な
る
分
散
化
が

今
後
の
課
題
」
と
山
﨑
課
長
は
語
る
。　
　

交
通
サ
ー
ビ
ス
事
業
本
部
旅
客
営
業
部
の

山
次
拓
浩
課
長
も
「
分
散
し
て
ご
乗
車
い
た

だ
く
こ
と
は
、
駅
業
務
の
課
題
で
も
あ
る
。

通
勤
準
急
や
各
駅
停
車
で
は
、
ゆ
っ
た
り
通

勤
い
た
だ
け
る
。
乗
り
換
え
も
含
め
て
、
乗

車
し
や
す
い
列
車
を
ご
案
内
す
る
な
ど
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

都
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
着
席
機
会

小
田
急
沿
線
か
ら
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線

方
面
へ
向
か
う
利
用
客
が
年
々
増
加
し
て
い

る
の
に
伴
い
、
新
ダ
イ
ヤ
で
は
、
朝
の
通
勤

時
間
帯
に
お
け
る
直
通
列
車
の
本
数
を
12
本

か
ら
30
本
（
通
勤
特
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
も
含

む
）
に
増
発
し
た
。
特
に
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ー
ク

時
の
増
発
９
本
の
う
ち
７
本
は
千
代
田
線
方

面
だ
。
霞
ケ
関
、
大
手
町
方
面
へ
乗
り
換
え

な
し
の
ア
ク
セ
ス
が
拡
充
し
た
。
ダ
イ
ヤ
改

正
で
千
代
田
線
に
初
め
て
乗
り
入
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
各
駅
停
車
は
、
向
ヶ
丘
遊
園
駅
な

ど
途
中
駅
か
ら
の
始
発
列
車
を
増
発
し
て
、

着
席
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

「
今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
東
京
地
下
鉄
、
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交通サービス事業本部
旅客営業部 課長

山次拓浩
Takuhiro YAMATSUGU

下北沢駅の緩行線ホーム。準急と各駅停車、千代田線直通列車が停車する シールド工法でつくられた急行線ホームは、壁面が曲線を描く

左・中／地上コンコースとホームはエスカレーターで結ぶ。急行線用はオレンジ色　右／新しい小田急線の案内図

※ラッシュピーク時：下北沢着 8：00前後の 1時間

■主な駅から新宿までの所要時間の短縮 ( ラッシュピーク時 )

経堂

登戸

新百合ヶ丘

町田

海老名

大和

小田急多摩
センター

10 20 30 40 50 60 単位（分）0

14
21

18
27

28
38

37
49

40
54

51
61

52
62

現在
ダイヤ改正前

■平均混雑率 ( 最混雑区間 /時間帯 )

※2016 年度（ダイヤ改正前）実績と 2017 年度（ダイヤ改正後）
の輸送力から比較。国土交通省「東京圏における主要区間の混雑率」
2016年度の基準において。

ダイヤ改正前

192%

151%

ダイヤ改正後
主要31区間中
ワースト３位

主要31区間中
ワースト20位圏外
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特集：鉄道産業文化遺産の保存と活用
［地域の観光活力を創出する―東武鉄道ＳＬ「大樹」］

鉄道工事の難しさを認識

　複々線化事業の工事は、狛江地区で 1989 年から始まり、私は入社
１年目の 1991 年３月に狛江工事事務所に配属されました。同僚から
は口々に「大事業を担当して大変だろうが、頑張れ」と励まされまし
たが、今思うと、新入社員だった私には、それぐらい大きな事業であ
るということを理解しきれていなかったと思います。けれども、現場
には経営陣もたびたび足を運ばれましたし、日に日に重要なプロジェ
クトであることを実感して身が引き締まる思いでした。
　狛江地区３駅のうち、私は和泉多摩川駅を担当し、工程管理など毎日
の仕事を必死でこなしていました。そんなある日、巡回していた保線担
当者から「通常と異なる音がする」と連絡が入り、現場に駆け付けてみ
ると、営業線の下で進めている工事の影響で、線路がほんの少し歪んで
おり、このまま放置すれば最悪の場合、脱線も起こり得る状況でした。
どんなに正確に慎重に進めているつもりでも、ちょっとした事で大事故
につながる危険性が潜む鉄道工事の難しさを、身をもって経験しまし
た。こうした危機管理意識はその後の自分の大きな財産となりました。

紛糾する地元と折衝し、行政との連携を強めていく

　翌年には本社の複々線事業部に配属となり、世田谷地区の事業計画
を担当することになりました。世田谷地区は事業化に向けた地元説明
会を開始して１年ぐらいの頃で、高架反対運動の最中でした。工事が
進む狛江地区の雰囲気とは一変し、「高架反対、地下へ」を訴える声
が大きく、地元説明会も紛糾し、卵が飛んできたこともありました。
また、高架反対を目的とした訴訟や、10 万人を超える署名活動など
が展開され、その対応には大変苦心しましたが、説明を重ねるととも
に、国土交通省や東京都、地元世田谷区など行政の方々のご指導やご
協力があって事業を推進することができたと感謝しています。
　高架反対の理由の一つに、鉄道騒音を心配される方が多くいらっ
しゃいましたが、先進技術も含め効果のある騒音対策を積極的に取り
入れ、工事を実施しました。また、複々線化についても、郊外から都
心方向へ通勤する長距離輸送の優等列車のために、長年慣れ親しんだ
土地の提供など地元が犠牲になることに不満を持つ方もいらっしゃい
ましたが、真摯に説明することでご理解をいただきました。
　今では、世田谷区内にお住まいの方々からも、開かずの踏切解消に
加え、列車の増発等による混雑の緩和や所要時間の短縮、都心方面へ
のアクセス改善などが図られ、非常に便利になったとの声を多数いた
だいています。

地下の難工事に取り組み、供用開始へ
　
　複々線事業部は世田谷地区の工事着手後、「複々線建設部」となりま
した。私は下北沢地区の事業計画を担当し、その後、工事事務所長を
経て、2014 年から 2018 年６月に工務部へ統合されるまで複々線建
設部長として事業に携わりました。下北沢地区は２線２層の地下式構
造の難工事で、工事、折衝ともに苦労しました。私が所長に赴任した
のは掘削が本格的に始まろうという時で、大型ダンプの往来に地元か
ら多数厳しいご意見が寄せられました。下北沢駅付近は商店街で道路
が狭く、かつ小田急線と並行している道路は、ほぼありません。住民
の方々にご迷惑をかけずに、掘削した 70 万㎥、大型ダンプ 14 万台
分の土をどうやって運び出すか。考えた末、シールド部の土は流体に
して排水管で外に出し、駅など開削部の土は出来上がったシールドト
ンネルに穴を開けて土を落とし運ぶことにしました。当初計画にはな
かった手順もあり、そのための設備の追加なども行いました。
　こうした事業を円滑に進めていくには、地域の思いと真摯に向き合い
コミュニケーションを重ねていくと同時に、いかに情報開示していくか
が重要だと思います。特に地下工事の様子は外からは分からないので、

「シモチカナビ」という情報誌を四半期ごとに刊行し、情報ルームも設
置して、周知と理解を得ることに努めました。現場にもご案内して、工
事の進捗状況を説明すると、「完成が楽しみだ」と励ましてくださいま
す。また、見学にお越しいただく際は、いつも以上に現場をきれいに清
掃するので事故要素が減少し、さらに、見られることで作業者の一層
のやる気も出ますから、双方にとって良い効果が生まれました。
　また、この区間は小田急線の最混雑区間であり、万が一、営業線に
トラブルが発生した場合の影響は非常に大きく、現場では陥没・隆起
等、工事の安全や営業線の安全確保に細心の注意を払いました。当社
には地下工事の経験がなかったので、学識経験者や地下鉄工事経験者
にアドバイスをいただき、経験豊富な東京メトロからは地下工事のス
ペシャリストを派遣していただきました。
　供用開始時にはさまざまな方
の顔が浮かびました。行政、施
工会社、地域の皆さま、多くの
方のご協力や関わった社員の強
い思いがあって完成した事業で
す。技術だけではなく事業で培
われた経験やノウハウは、当社
にとってかけがえのない財産に
なったと思っています。

小田急電鉄株式会社
交通サービス事業本部 交通企画部 部長

小川 司
Tsukasa OGAWA

（旧複々線建設部長）

複々線化事業とともに
歩んだ30年
混雑緩和の切り札として最混雑区間において計画され
た複々線化だが、事業の推進にあたっては大規模な用
地の取得や反対運動の中での沿線住民との折衝、事
業費の高騰など多くの困難が伴った。複々線化事業の
初期段階から業務に携わった交通サービス事業本部交
通企画部・小川司部長に、供用開始に至るまでの日々
を振り返っていただいた。

世田谷代田駅 3D 模型（世田谷代田駅 ｢小田
急環境ルーム｣ に展示）



東
日
本
旅
客
鉄
道
の
ご
協
力
に
よ
り
千
代
田

線
直
通
列
車
を
増
や
し
、
ラ
ッ
シ
ュ
ピ
ー
ク

時
の
輸
送
力
と
と
も
に
利
便
性
を
一
段
と
向

上
さ
せ
た
。
こ
れ
ま
で
当
社
線
を
ご
利
用
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
お
客
さ
ま
に
も
選
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」（
山
﨑
課
長
）

新
宿
直
通
で
は
、
多
摩
線
か
ら
新
宿
直
通

の
通
勤
急
行
と
急
行
が
13
本
新
設
さ
れ
、
江

ノ
島
線
か
ら
は
従
前
10
本
だ
っ
た
快
速
急
行

（
江
ノ
島
線
内
は
急
行
）
を
15
本
に
増
発
。
途

中
駅
か
ら
の
始
発
列
車
を
新
設
・
増
発
し
て
、

ダ
イ
ヤ
改
正
前
よ
り
も
着
席
通
勤
の
機
会
を

増
や
し
て
い
る
。
さ
ら
に
通
勤
特
急
ロ
マ
ン

ス
カ
ー
も
、
従
前
の
４
本
増
の
11
本
と
な
り
、

新
宿
行
、
千
代
田
線
方
面
行
と
も
に
乗
車
率

は
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

速
達
性
を
重
視
す
る
か
、
ゆ
っ
た
り
通
勤

の
快
適
性
を
重
視
す
る
か
。
利
用
者
の
選
択

肢
が
増
え
て
い
る
。

新
型
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
で
観
光
機
能
も
向
上

２
０
１
８
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ

せ
て
、
新
型
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
７
０
０
０
０
形

（
Ｇ
Ｓ
Ｅ
）
も
運
行
を
開
始
し
た
。
複
々
線

効
果
で
新
宿

－

小
田
原
間
を
最
短
59
分
（
箱

根
湯
本
ま
で
は
73
分
）
で
結
び
、
60
分
を
切

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
小
田
急
電
鉄
の
長

年
の
悲
願
が
実
現
し
た
。
観
光
輸
送
と
通
勤

輸
送
で
併
用
す
る
７
０
０
０
０
形
の
座
席
数

は
４
０
０
席
で
、
展
望
席
は
予
約
開
始
か
ら

１
分
で
満
席
と
な
る
ほ
ど
の
人
気
だ
。　

ま
た
、
今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、
バ
ス

事
業
者
と
も
連
携
。
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
優
等
列
車
の
停
車
駅
で
は
、
接
続

を
考
慮
し
た
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
が
組
ま
れ
、
鉄

道
と
バ
ス
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
続
く
今
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
は
、
通
勤
急
行
の
全
列
車
を
10
両
編
成

に
統
一
し
、
各
駅
停
車
で
も
10
両
化
を
段
階

的
に
進
め
て
い
く
。
開
成
駅
で
は
10
両
編
成

対
応
の
ホ
ー
ム
工
事
完
了
に
伴
い
、
全
て
の

急
行
が
停
車
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
輸
送
力

を
さ
ら
に
高
め
る
。

駅
施
設
の
改
修
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今

年
３
月
に
フ
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
下
北
沢
駅
で

は
、
京
王
井
の
頭
線
と
共
用
し
て
い
た
改
札
口

を
、
２
社
の
改
札
口
を
向
か
い
合
わ
せ
に
設
置

し
て
分
離
。
東
西
に
自
由
通
路
の
機
能
を
確

保
し
、
街
の
回
遊
性
を
高
め
て
い
る
。
駅
舎
の

改
修
は
多
く
の
駅
で
行
わ
れ
て
お
り
、
ソ
フ
ト

の
部
分
と
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
の
機
能
を

高
め
特
長
を
活
か
す
取
り
組
み
が
進
む
。

「
移
動
の
ほ
か
、
交
流
、
買
い
物
な
ど
多

様
な
目
的
で
お
客
さ
ま
が
訪
れ
る
駅
に
求
め

ら
れ
る
も
の
は
多
く
、
提
供
す
べ
き
『
利
便

性
』
の
形
も
多
岐
に
わ
た
る
。
今
後
は
地
域

と
の
連
携
を
強
化
し
て
、
ス
マ
ー
ト
な
駅
づ

く
り
を
進
め
、
沿
線
価
値
を
高
め
て
い
き
た

い
」
と
山
次
課
長
は
語
る
。

複
々
線
を
活
用
し
た
鉄
道
の
運
用
で
、
全

線
、
特
に
都
心
方
面
へ
の
利
用
が
増
え
て
い

る
。
複
々
線
化
に
よ
っ
て
利
便
性
が
向
上
し

た
鉄
道
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
―
―
。

利
用
者
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
嗜

好
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
小
田
急
電
鉄
の
取

り
組
み
は
、
今
後
さ
ら
に
細
や
か
に
展
開
さ

れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
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朝の通勤時間帯（上り方向）に新設された新宿行き「通勤急行」と東
京メトロ千代田線直通の「通勤準急」

「快速急行」も大幅に増発、通勤特急ロマンスカーも新宿行き「モーニングウェイ号」9 本、千代田線直通「メトロモーニングウェイ号」2 本になった 多摩線は「通勤急行」が新設
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地形・計画・事業の観点から都市計画を決定

　連続立体交差事業は、踏切遮断による交通渋滞の解消、市街地の一
体化、まちづくりの推進などの効果を狙って進めています。事業を都市
計画決定するときは、高架化、地下化などの構造形式を事業区域ごと
に選定します。選定にあたっては、「地形的条件（その地域の地形と鉄
道の線形との関係）」「計画的条件（踏切の除去数や駅の移動の有無な
ど）」「事業的条件（事業費や事業期間）」の三つの観点から検討します。
　小田急小田原線連続立体交差事業は三つの区間で進められてきま
したが、３地区の中で最初に都市計画が決定したのは世田谷代田駅－
喜多見駅間の世田谷地区と代々木上原駅－梅ヶ丘駅間の下北沢地区で
1964 年、成城学園前駅－登戸駅間の狛江地区は 1985 年に都市計画
決定しました。世田谷地区の当初計画は、成城学園前駅付近が地表式
でその他の区間は高架式でした。この計画では、成城学園前駅付近の
踏切を除却できないため、1993 年に地形を利用した掘割式の構造へ
都市計画変更しました。下北沢地区も当初計画は地表式で、下北沢駅
では京王井の頭線の高架橋が小田急線の上を跨いでいました。そのた
め小田急線を高架化するには、さらにその上に高架橋を建設しなけれ
ばならず、日照問題等の影響が広い範囲に及ぶことから、2003 年に
地下式構造へ都市計画変更しました。
　
さらにスムーズな移動が可能な道路ネットワークへ

　連続立体交差事業の効果としては、第一に踏切除却による渋滞の解消
が挙げられます。事業区間全体で 52 カ所（狛江地区 13 カ所・世田谷
地区 17 カ所・下北沢地区９カ所・複々線化に先行して連続立体交差事
業を実施した区間 13 カ所）の踏切があり、朝の通勤時間帯に１時間に
40 分以上遮断する「開かずの踏切」が深刻な交通渋滞を引き起こして
いましたが、除却したことで踏切での交通渋滞が一挙に解消しました。
　鉄道を高架化、地下化する一方で、私たちは道路ネットワークを整
備しています。例えば、この事業区間の付近では、南北方向に通って
いる環状７号線や環状８号線は開通当初から小田急線と立体交差化し
ていますが、慢性的な渋滞が発生している状態です。また、車が幹線
道路の渋滞を避けて裏道のような狭い道に入っていく場合もあり、歩
行者の安全を確保する必要があります。これまでも本事業と併せて、
東京を中心に延びる放射方向や環状方向の幹線道路、これらをつなぐ
都市計画道路を整備してきましたが、この道路のメッシュをさらに密
にする必要があるので今後も整備を進めていきます。エリア全体で、
道路や鉄道でスムーズに移動できる環境をつくっていきます。

スムーズな移動がまちの活気を生み出す

　この事業は 2019 年 3 月で完了となりましたが、事業効果は今後
進められていく駅周辺のまちづくりとともに、さらに高められていく
ことになります。下北沢駅をはじめとする駅前広場の整備は、地元自
治体によってこれから本格化します。連続立体交差化で道路と鉄道の
交差部が円滑化され、その後進められる駅前広場の整備を通じて道路
と鉄道のアクセスが改善され、交通の結節点となるわけですね。利用
者の「円滑な移動」を多岐にわたって実現するためには、駅前広場の
整備やまちづくりは、連続立体交差事業とセットで進めていくことが
重要だと思います。
　また、線路で分断されていたまちが一体化されると、回遊性が圧倒
的に高まります。実際、下北沢駅付近の踏切では、自転車と歩行者の
横断者数が踏切除却の前後で比べると約３割増えています。住民の
方々が駅の周辺を行き来する機会が増えたということは、おそらく気
持ちよく道路を利用されているということだと思うので、私たちも嬉
しく思います。また、東北沢駅付近の道路では、鉄道を挟んだ１.2㎞
の区間で車の旅行速度が 1.8 倍に向上しました。車も人も自転車も通
りやすくなり、皆さんがまちの中を動かれる、移動される、交流され
ることで、まちが一層、活気づくと思います。
　さらに、下北沢地区では、小田急電鉄の鉄道用地の上部利用で、既
成のまちの中に、新たな空間が生まれます。地元の世田谷区と渋谷区
も公共セクターとしてその一部を活用しますし、小田急電鉄もさまざ
まな計画を検討されている。まちづくりに寄与するような上部利用が
推進されるよう、東京都は積極的に調整を行っています。駅前広場も
そうですが、下北沢の新しい顔ができていくことで、街の魅力がさら
に高まっていくことを期待しています。
　鉄道と道路は都市の骨格を形成する二大インフラです。この社会
基盤を整備して都市機能の充実を図ることで、人々の移動と活動がス
ムーズで積極的
になり、東京都
がますます活気
ある魅力的な都
市として発展し
ていくことをこ
れからも目指し
ていきたいと思
います。

東京都 建設局
道路建設部長

奥山宏二
Kouji OKUYAMA

鉄道と道路の交差を
再構築して円滑な移動を
東京都が進める小田急小田原線連続立体交差事業は、同事業と一体的
に進められた小田急小田原線の複々線化事業と同じく 2019 年 3 月に完
了を迎えた。この事業により区間内のすべての踏切を除却、道路交通
の円滑化に大きな効果を発揮している。連続立体交差事業の事業効果
とさらなる魅力あるまちづくりについて、事業主体である東京都にお話
を伺った。

撮影◉加藤有紀

同事業は「土木学会賞技術賞」「日本鉄道賞特別賞」を受賞した


